
年間授業計画　様式

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力，判断力，表現力等】

【学びに向かう力，人間性等】

科目 の目標：

保健体育 体育
保健体育 体育 3

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽し
さや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため，運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに，そ
れらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに，自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して，公正
に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果
たす，参画する，一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに，健康・
安全を確保して，生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養う。

大修館書店「現代高等保健体育」

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身
に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

笹原　基以 田村　廉太朗 伊堂寺　豊

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力，判断力，表現力等】 【学びに向かう力，人間性等】

態
配当
時数

１
学
期

「体つくり運動」
【知識及び技能】
自己のねらいに応じて，健康の保持増
進や調和のとれた体力の向上を図るた
めの継続的な運動の計画を立て取り組
むことができるようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための自己や仲間の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲間の
考えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力，人間性等】
体つくり運動に主体的に取り組むとと
もに，互いに助け合い高め合おうとす
ること，一人一人の違いに応じた動き
などを大切にしようとすること，合意
形成に貢献しようとすることなどや，
健康•安全を確保することができるよう
にする。

・体力テストの実施
・測定項目と調べる内容の理解
・調べる内容と身近な動きやス
ポーツ種目の関連の理解
・振り返りシート記入

【知識・技能】
体つくり運動の行い方，体力の構成要素，実
生活への取り入れ方などを理解している。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
体つくり運動に主体的に取り組むとともに，
互いに助け合い高め合おうとすること，一人
一人の違いに応じた動きなどを大切にしよう
とすること，合意形成に貢献しようとするこ
となどをしたり，健康•安全を確保したりし
ている。

◎ ◎ ○ 12
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12

「体育理論（運動・スポーツの学び
方）」
【知識】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方
について理解できるようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方
について，課題を発見し，よりよい解
決に向けて思考し判断するとともに，
他者に伝えることができるようにす
る。
【学びに向かう力，人間性等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方
についての学習に主体的に取り組むこ
とができるようにする。

・技能の上達課程と練習
・効果的な動きのメカニズム
・体力トレーニング
・運動やスポーツでの安全の確保

【知識】
運動やスポーツの技能を発揮する際には，
個々の技能に関連した体力を高めることが必
要になることや，期待される成果に応じた技
能や体力の高め方があることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。ま
た，運動やスポーツを行う際，個人の体力に
不適切で過度な負荷や一定部位への長期的な
酷使は，けがや疾病の原因となる可能性があ
ること，また，これらを予防することでス
ポーツが末永く継続できることについて，理
解したことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい
て，概念と自己の状況を関連付けたりして，
自己や社会についての課題を発見している。
また，運動やスポーツの活動時の健康・安全
の確保の仕方について，習得した知識を基
に，環境の異なる場所や変化を想定して，危
険を予見し回避するための自己の提案を言葉
や文章などを通して他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい
ての学習に，主体的に取り組もうとしてい
る。

◎ ◎ ○ 4

「水泳」
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課
題を解決するなどの多様な楽しさや喜
びを味わい，技術の名称や行い方，体
力の高め方，課題解決の方法，競技会
の仕方などを理解するとともに，自己
に適した泳法の効率を高めて泳ぐこと
ができるようにする。背泳ぎでは，手
と足の動き，呼吸のバランスを保ち，
安定したペースで長く泳いだり速く泳
いだりすることができるようにする。
バタフライでは，手と足の動き，呼吸
のバランスを保ち，安定したペースで
長く泳いだり速く泳いだりすることが
できるようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための自己や仲間の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲間の
考えたことを 他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力，人間性等】
水泳に主体的に取り組むとともに，勝
敗などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，役割
を積極的に引き受け自己の責任を果た
そうとすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようとする
ことなどや，水泳の事故防止に関する
心得を遵守するなど健康•安全を確保す
ることができるようにする。

・クロール及び平泳ぎの復習
・背泳ぎ及びバタフライの理解と
習得
・タイム計測及びフォーム確認
・時間泳の計測およびフォーム確
認
・授業の振り返りシート記入

【知識・技能】
技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解してい
る。背泳ぎでは，手と足の動き，呼吸のバラ
ンスを保ち，安定したペースで長く泳 いだ
り速く泳いだりすることができる。バタフラ
イでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保
ち，安定したペースで長く泳いだり速く泳い
だりすることができる。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に主体的に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に
しようとすること，役割を積極的に引き受け
自己の責任を果たそうとすること，一人一人
の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようと
することなどをしたり，水泳の事故防止に関
する心得を遵守するなど健康•安全を確保し
ている。

◎ ◎ ○
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「ネット型球技（バレーボール）」
【知識及び技能】
勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜び
を味わい，技術などの名称や行い方，体
力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携しゲームを
展開することができるようにする。ま
た，状況に応じたボール操作や安定した
用具の操作と連携した動き によって空間
を作り出すなどの攻防をすることができ
るようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めのチームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を
工夫するとともに，自己やチームの考え
たことを他者に伝えることができるよう
にする。
【学びに向かう力，人間性等】
球技に主体的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとすること，
合意形成に貢献しようとすること，一人
一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い高め

〇バレーボール
・アンダーハンドパス
・オーバーハンドバス
・サーブ
・アタック
・ブロック
・三段攻撃
・試合方法やルールの理解

【知識・技能】
技術などの名称や行い方，体力の高め方，課
題解決の方法，競技会の仕方などを理解して
いる。また，状況に応じたボール操作や安定
した用具の操作と連携した動きによって空間
を作り出すなどの攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに，自己やチームの考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技に主体的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，合意形成
に貢献しようとすること，一人一人の違いに
応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることな
どをしたり，健康•安全を確保している。

◎ 〇 ◎ 16

「武道」
【知識及び技能】
武道について，勝敗を競ったり自己や
仲間の課題を解決したりするなどの多
様な楽しさや喜びを味わい，伝統的な
考え方，技の名称や見取り稽古の仕
方，体力の高め方，課題解決の方法，
試合の仕方などを理解するとともに，
得意技などを用いた攻防を展開するこ
とができるようにする。
柔道では，相手の動きの変化に応じた
基本動作から，得意技や連絡技•変化技
を用いて，素早く相手を崩して投げた
り，抑えたり，返したりするなどの攻
防することができるようにする。
剣道では，相手の動きの変化に応じた
基本動作から，得意技を用いて，相手
の構えを崩し，素早くしかけたり応じ
たりするなどの攻防をすることができ
るようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための自己や仲間の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲間の
考えたことを 他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力，人間性等】
武道に主体的に取り組むとともに，相
手を尊重し，礼法などの伝統的な行動
の仕方を大切にしようとすること，役
割を積極的に引き受け自己の責任を果
たそうとすること，一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を大切にしようとす
ることなどや，健康•安全を確保するこ
とができるようにする。

柔道
〈相手の動きの変化に応じた基本
動作〉
○基本動作
・受け身，海老，逆海老
○投げ技
○投げ技の防御
○投げ技の連絡
〈二つの技を同じ方向にかける技
の連絡〉
〈二つの技を違う方向にかける技
の連絡〉
○投げ技の変化
○固め技
○固め技の防御
剣道
○応じ技
〈すり上げ技〉
• 相手が小手を打つとき，竹刀で
すり上げて面を打つこと。（小手
すり上げ面）
•相手が面を打つとき，竹刀ですり
上げて面を打つこと。（面すり上
げ面）
〈返し技〉
• 相手が面を打つとき，体をさば
きながら竹刀で受け，手首を返し
て胴を打つこと。（面返し胴）
〈打ち落とし技〉
• 相手が胴を打つとき，体をさば
きながら竹刀を下に打ち落とし，
面を打つこと。（胴打ち落とし
面）

【知識・技能】
・伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古の
仕方，体力の高め方，課題解決の方法，試合
の仕方などを理解している。
・柔道では，相手の動きの変化に応じた基本
動作から，得意技や連絡技•変化技を用い
て，素早く相手を崩して投げたり，抑えた
り，返したりするなどの攻防をすることがで
きる。
・剣道では，相手の動きの変化に応じた基本
動作から，得意技を用いて，相手の構えを崩
し，素早くしかけたり応じたりするなどの攻
防をすることができる。
【思考・判断・表現】
・生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに，自己や仲間の考えたことを 他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・武道に主体的に取り組むとともに，相手を
尊重し，礼法などの伝統的な行動の仕方を大
切にしようとすること，役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとすること，一人
一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどをしたり，健康•安全を確
保している。

〇 ◎
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３
学
期

「陸上競技（長距離走）」
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課
題を解決するなどの多様な楽しさや喜
びを味わい，技術の名称や行い方，体
力の高め方，課題解決の方法，競技会
の仕方などを理解するとともに，ペー
スの変化に対応して走ることができる
ようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための自己や仲間の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲間の
考えたことを 他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力，人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，ルー
ルやマナーを大切にしようとするこ
と，役割を積極的に引き受け自己の責
任を果たそうとすること，一人一人の
違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどや，健康•安全を確保
することができるようにする。

・記録測定①
・フォームの習得
・呼吸法の習得
・目標タイム設定
・自分のペースの確認
・ペースランニング
・記録測定②
・学習の振り返り

【知識・技能】
技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解してい
る。また，ペースの変化に対応して走ること
ができる。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗
などを冷静に受け止め，ルールやマナーを大
切にしようとすること，役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとすること，一人
一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどをしたり，健康•安全を確
保したりしている。

◎ 〇 ◎

２
学
期

球技「ベースボール型（ソフトボー
ル）」
(1) 安定したバット操作と走塁での攻
撃、ボール操作ができるようにする。
〔知識及び技能〕
(2)攻防などの自己やチームの課題を発見
し、合理的な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに、自己や仲間の
考えたことを他者に伝えることができる
ようにする。〔思考力、判断力、表現力
等〕
(3)球技に自主的に取り組むとともに、
フェアなプレイを大切にしようとするこ
と、互いに助け合い教え合おうとするこ
となどや、健康・安全を確保することす
ることができるようにする。〔学びに向

〇ソフトボール
・グラブの使い方
・ﾎﾞｰﾙの握り方
・キャッチボール
・バッティングの基本技能
・ポジションの理解
・ゲーム形式練習

【知識・技能】
技術の名称や行い方について、学習した具体
例を挙げている。タイミングを合わせてボー
ルをとらえることができる。捕球場所へ最短
距離で移動して、相手の打ったボールをとる
ことができる。
【思考・判断・表現】
①自己や仲間の技術的な課題や課題解決のた
めの改善点について、自己の考えを伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
健康・安全を確保することができる。一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
としている。③互いに助け合い教え合おうと
している。

◎
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「ゴール型球技（バスケットボー
ル）」
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技
術の名称や行い方，体力の高め方，運
動観察の方法などを理解するととも
に，作戦に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開することができるように
する。安定したボール操作と空間を作
りだすなどの動きによってゴー ル前へ
の侵入などから攻防をすることができ
るようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに，自己や仲
間の考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力，人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，
フェアなプレイを大切にしようとする
こと，作戦などについての話合いに貢
献しようとすること，一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようと
すること，互いに助け合い教え合おう
とすることなどや，健康•安全を確保す
ることができるようにする。

・ボールハンドリング
・ドリブル
・パス
・レイアップシュート
・動きながらのパス（ギブ＆
ゴー）
・１対１
・バイオレーションとファウルの
理解
・２対１
・３対２
・３対３
・５対５

【知識・技能】
技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解している。安定したボー
ル操作と空間を作りだすなどの動きによって
ゴー ル前への侵入などから攻防をすること
ができる。
【思考・判断・表現】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技に自主的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，作戦など
についての話合いに貢献しようとすること，
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い教え合お
うとすることなどをしたり，健康•安全を確
保している。 ◎ ◎ 〇
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合計
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年間授業計画　様式

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力，判断力，表現力等】

【学びに向かう力，人間性等】

科目 の目標：

保健体育 体育
保健体育 体育 3

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽し
さや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため，運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに，そ
れらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに，自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して，公正
に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果
たす，参画する，一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに，健康・
安全を確保して，生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養う。

大修館書店「現代高等保健体育」

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に
付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

早川　亜希 小藪　和紀 延藤　雅世 松田　秀幸 田村　廉太朗 伊堂寺　豊

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力，判断力，表現力等】 【学びに向かう力，人間性等】

態
配当
時数

１
学
期

「体つくり運動」
【知識及び技能】
自己のねらいに応じて，健康の保持増
進や調和のとれた体力の向上を図るた
めの継続的な運動の計画を立て取り組
むことができるようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための自己や仲間の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲間の
考えたことを他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力，人間性等】
体つくり運動に主体的に取り組むとと
もに，互いに助け合い高め合おうとす
ること，一人一人の違いに応じた動き
などを大切にしようとすること，合意
形成に貢献しようとすることなどや，
健康•安全を確保することができるよう
にする。

・体力テストの実施
・測定項目と調べる内容の理解
・調べる内容と身近な動きやス
ポーツ種目の関連の理解
・学習の振り返り

【知識・技能】
体つくり運動の行い方，体力の構成要素，実
生活への取り入れ方などを理解している。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
体つくり運動に主体的に取り組むとともに，
互いに助け合い高め合おうとすること，一人
一人の違いに応じた動きなどを大切にしよう
とすること，合意形成に貢献しようとするこ
となどをしたり，健康•安全を確保したりして
いる。

◎ ◎ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

4

「水泳」
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課
題を解決するなどの多様な楽しさや喜
びを味わい，技術の名称や行い方，体
力の高め方，課題解決の方法，競技会
の仕方などを理解するとともに，自己
に適した泳法の効率を高めて泳ぐこと
ができるようにする。背泳ぎでは，手
と足の動き，呼吸のバランスを保ち，
安定したペースで長く泳いだり速く泳
いだりすることができるようにする。
バタフライでは，手と足の動き，呼吸
のバランスを保ち，安定したペースで
長く泳いだり速く泳いだりすることが
できるようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための自己や仲間の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲間の
考えたことを 他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力，人間性等】
水泳に主体的に取り組むとともに，勝
敗などを冷静に受け止め，ルールやマ
ナーを大切にしようとすること，役割
を積極的に引き受け自己の責任を果た
そうとすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようとする
ことなどや，水泳の事故防止に関する
心得を遵守するなど健康•安全を確保す
ることができるようにする。

・クロール及び平泳ぎの復習
・背泳ぎ及びバタフライの理解と
習得
・タイム計測及びフォーム確認
・時間泳の計測およびフォーム確
認
・学習の振り返り

【知識・技能】
技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解してい
る。背泳ぎでは，手と足の動き，呼吸のバラ
ンスを保ち，安定したペースで長く泳いだり
速く泳いだりすることができる。バタフライ
では，手と足の動き，呼吸のバランスを保
ち，安定したペースで長く泳いだり速く泳い
だりすることができる。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
水泳に主体的に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に
しようとすること，役割を積極的に引き受け
自己の責任を果たそうとすること，一人一人
の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようす
ることなどをしたり，水泳の事故防止に関す
る心得を遵守するなど健康•安全を確保したり
している。

◎ ○ ◎ 20

「体育理論（運動・スポーツの学び
方）」
【知識】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方
について理解できるようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方
について，課題を発見し，よりよい解
決に向けて思考し判断するとともに，
他者に伝えることができるようにす
る。
【学びに向かう力，人間性等】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方
についての学習に主体的に取り組むこ
とができるようにする。

・技能の上達課程と練習
・効果的な動きのメカニズム
・体力トレーニング
・運動やスポーツでの安全の確保

【知識】
運動やスポーツの技能を発揮する際には，
個々の技能に関連した体力を高めることが必
要になることや，期待される成果に応じた技
能や体力の高め方があることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。ま
た，運動やスポーツを行う際，個人の体力に
不適切で過度な負荷や一定部位への長期的な
酷使は，けがや疾病の原因となる可能性があ
ること，また，これらを予防することでス
ポーツが末永く継続できることについて，理
解したことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい
て，概念と自己の状況を関連付けたりして，
自己や社会についての課題を発見している。
また，運動やスポーツの活動時の健康・安全
の確保の仕方について，習得した知識を基
に，環境の異なる場所や変化を想定して，危
険を予見し回避するための自己の提案を言葉
や文章などを通して他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
運動やスポーツの効果的な学習の仕方につい
ての学習に，主体的に取り組もうとしてい
る。

◎ ◎ ○



○ 14

「ネット型球技（バドミントン，バレー
ボール）」
【知識及び技能】
勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜び
を味わい，技術などの名称や行い方，体
力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携しゲームを
展開することができるようにする。ま
た，状況に応じたボール操作や安定した
用具の操作と連携した動きによって空間
を作り出すなどの攻防をすることができ
るようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めのチームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を
工夫するとともに，自己やチームの考え
たことを他者に伝えることができるよう
にする。
【学びに向かう力，人間性等】
球技に主体的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとすること，
合意形成に貢献しようとすること，一人
一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い高め
合おうとすることなどや，健康•安全を確
保することができるようにする。

〇バドミントン
・オーバーヘッドストローク
・ロブ，ヘアピン
・サイドアームストローク
・サービス
・さまざまな球種
・ラリー
・パートナーとの連携
・空いている場所をめぐる攻防
・コースや球種の使い分けとその
予測
・試合方法やルールの理解
・学習の振り返り
〇バレーボール
・アンダーハンドパス
・オーバーハンドバス
・サーブ
・アタック
・ブロック
・三段攻撃
・試合方法やルールの理解
・学習の振り返り

【知識・技能】
技術などの名称や行い方，体力の高め方，課
題解決の方法，競技会の仕方などを理解して
いる。また，状況に応じたボール操作や安定
した用具の操作と連携した動きによって空間
を作り出すなどの攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに，自己やチームの考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技に主体的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，合意形成
に貢献しようとすること，一人一人の違いに
応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることな
どをしたり，健康•安全を確保している。

◎ ◎ ○ 30

「ゴール型球技（アルティメット）」
【知識及び技能】
勝敗を競ったりチームや自己の課題を解
決したりするなどの多様な楽しさや喜び
を味わい，技術などの名称や行い方，体
力の高め方，課題解決の方法，競技会の
仕方などを理解するとともに，作戦や状
況に応じた技能で仲間と連携しゲームを
展開することができるようにする。ま
た，状況に応じたボール操作と空間を埋
めるなどの動きによって空間への侵入な
どから攻防をすることができるようにす
る。
【思考力，判断力，表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続するた
めのチームや自己の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて取り組み方を
工夫するとともに，自己やチームの考え
たことを他者に伝えることができるよう
にする。
【学びに向かう力，人間性等】
球技に主体的に取り組むとともに，フェ
アなプレイを大切にしようとすること，
合意形成に貢献しようとすること，一人
一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い高め
合おうとすることなどや，健康•安全を確
保することができるようにする。

・バックハンドスロー
・フォアハンドスロー
・キャッチ
・ハンマースロー
・空間を埋めるパス練習
・防御をかわすパス練習
・ミニゲーム
・試合方法やルールの理解
・学習の振り返り

【知識・技能】
技術などの名称や行い方，体力の高め方，課
題解決の方法，競技会の仕方などを理解して
いる。また，状況に応じたボール操作と空間
を埋めるなどの動きによって空間への侵入な
どから攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
チームや自己の課題を発見し，合理的，計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに，自己やチームの考えたことを他者に伝
えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技に主体的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，合意形成
に貢献しようとすること，一人一人の違いに
応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることな
どをしたり，健康•安全を確保したりしてい
る。

◎ ◎

◎ ○ 15

３
学
期

「陸上競技（長距離走）」
【知識及び技能】
記録の向上や競争及び自己や仲間の課
題を解決するなどの多様な楽しさや喜
びを味わい，技術の名称や行い方，体
力の高め方，課題解決の方法，競技会
の仕方などを理解するとともに，ペー
スの変化に対応して走ることができる
ようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
生涯にわたって運動を豊かに継続する
ための自己や仲間の課題を発見し，合
理的，計画的な解決に向けて取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲間の
考えたことを 他者に伝えることができ
るようにする。
【学びに向かう力，人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，ルー
ルやマナーを大切にしようとするこ
と，役割を積極的に引き受け自己の責
任を果たそうとすること，一人一人の
違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどや，健康•安全を確保
することができるようにする。

・記録測定①
・フォームの習得
・呼吸法の習得
・目標タイム設定
・自分のペースの確認
・ペースランニング
・記録測定②
・学習の振り返り

【知識・技能】
技術の名称や行い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方などを理解してい
る。また，ペースの変化に対応して走ること
ができる。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための
自己や仲間の課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝えて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
陸上競技に主体的に取り組むとともに，勝敗
などを冷静に受け止め，ルールやマナーを大
切にしようとすること，役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとすること，一人
一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどをしたり，健康•安全を確保
したりしている。

◎ ○ ◎

２
学
期

球技「ベースボール型（ソフトボー
ル）」
(1) 安定したバット操作と走塁での攻
撃、ボール操作ができるようにする。
〔知識及び技能〕
(2)攻防などの自己やチームの課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動の取
り組み方を工夫するとともに、自己や
仲間の考えたことを他者に伝えること
ができるようにする。〔思考力、判断
力、表現力等〕
(3)球技に自主的に取り組むとともに、
フェアなプレイを大切にしようとする
こと、互いに助け合い教え合おうとす
ることなどや、健康・安全を確保する
ことすることができるようにする。
〔学びに向かう力、人間性等〕

〇ソフトボール
・グラブの使い方
・ﾎﾞｰﾙの握り方
・キャッチボール
・バッティングの基本技能
・ポジションの理解
・ゲーム形式練習

【知識・技能】
技術の名称や行い方について、学習した具体
例を挙げている。タイミングを合わせてボー
ルをとらえることができる。捕球場所へ最短
距離で移動して、相手の打ったボールをとる
ことができる。
【思考・判断・表現】
①自己や仲間の技術的な課題や課題解決のた
めの改善点について、自己の考えを伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
健康・安全を確保することができる。一人一
人の違いに応じたプレイなどを大切にしよう
としている。③互いに助け合い教え合おうと
している。

◎

15

「ゴール型球技（サッカー）」
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技
術の名称や行い方，体力の高め方，運
動観察の方法などを理解するととも
に，作戦に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開することができるように
する。ゴール型では，安定したボール
操作と空間を作りだすなどの動きに
よってゴー ル前への侵入などから攻防
をすることができるようにする。
【思考力，判断力，表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動の取り
組み方を工夫するとともに，自己や仲
間の考えたことを他者に伝えることが
できるようにする。
【学びに向かう力，人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，
フェアなプレイを大切にしようとする
こと，作戦などについての話合いに貢
献しようとすること，一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようと
すること，互いに助け合い教え合おう
とすることなどや，健康•安全を確保す
ることができるようにする。

サッカー
・状況に応じたボール操作の習得
・基本的なドリブル，パス，
 シュートの習得
・ボールキープの習得
・基本的な戦術の理解
・授業の振り返りシート記入

【知識・技能】
技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解している。また，安定し
たボール操作と空間を作りだすなどの動きに
よってゴール前への侵入などから攻防をする
ことができる。
【思考・判断・表現】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
球技に自主的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，作戦など
についての話合いに貢献しようとすること，
一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い教え合お
うとすることなどをしたり，健康•安全を確保
している。 ◎ ◎ ○

10

合計

120



年間授業計画　様式

高等学校 令和６年度（２学年用）　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： 3.5.8組（小藪）2.6.7組（田村）1.4組（伊堂寺）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力，判断力，表現力等】

【学びに向かう力，人間性等】

科目 の目標：

保健体育 保健
保健体育 保健 1

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他
者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生
活を営む態度を養う。

保健

【知識及び技能】 【思考力，判断力，表現力等】 【学びに向かう力，人間性等】

大修館書店「現代高等保健体育」

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるようにす
る。

個人及び社会生活における健康・安全について理解
を深めるとともに，技能を身に付けるようにする。

健康についての自他や社会の課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて試行し判断するととも
に，目的や状況に応じて他社に伝える力を養う。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支
える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・妊娠・出産と健康

・避妊法と人工妊娠中絶

・結婚生活と健康

【知識・技能】
・結婚生活について，心身の発達や健康の保
持増進の観点から理解したことを言ったり書
いたりしている。受精，妊娠，出産とそれに
伴う健康課題について，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への
影響などについて，理解したことを言ったり
書いたりしている。
・結婚生活を健康に過ごすには，自他の健康
に対する責任感，良好な人間関係や家族や周
りの人からの支援，及び母子の健康診査の利
用や保健相談などの様々な保健・医療サービ
スの活用が必要であることについて，理解し
たことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
結婚生活と健康について，習得した知識を基
に，結婚生活に伴う健康課題の解決や生活の
質の向上に向けて，保健・医療サービスの活
用方法を整理している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生涯の各段階における健康について，課題の
解決に向けた学習に主体的に取り組もうとし
ている。

〇 ◎ ○ 6

配当
時数

１
学
期

単元　生涯を通じる健康
【知識及び技能】
思春期における心身の発達や性的成熟
に伴う身体面，心理面，行動面などの
変化に関わり，健康課題が生じること
があることを理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯を通じる健康における事象や情
報などについて，健康に関わる原則や
概念を基に整理したり，個人及び社会
生活と関連付けたりして，自他や社会
の課題を発見することができるように
する。
・思春期と健康について，習得した知
識を基に，心身の発達や性的成熟に伴
う健康課題を解決するために，性に関
わる情報を適切に整理することができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯の各段階における健康について，
課題の解決に向けた学習に主体的に取
り組むことができるようにする。

・ライフステージと健康

・思春期と健康

・性意識と性行動の選択

【知識・技能】
・思春期における心身の発達や性的成熟に伴
う身体面，心理面，行動面などの変化に関わ
り，健康課題が生じることがあることについ
て，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・思春期の心身の変化に対応して，自分の行
動への責任感や異性を理解したり尊重したり
する態度が必要であること，及び性に関する
情報等への適切な対処が必要であることにつ
いて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。
【思考・判断・表現】
・生涯の各段階における健康について，健康
に関わる原則や概念を基に整理したり，個人
及び社会生活と関連付けたりして，自他や社
会の課題を発見している。
・思春期と健康について，習得した知識を基
に，心身の発達や性的成熟に伴う健康課題を
解決するために，性に関わる情報を適切に整
理している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生涯の各段階における健康について，課題の
解決に向けた学習に主体的に取り組もうとし
ている。

◎ 〇 ○ 5

【知識及び技能】
結婚生活について，心身の発達や健康
の保持増進の観点から理解できるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
結婚生活と健康について，習得した知
識を基に，結婚生活に伴う健康課題の
解決や生活の質の向上に向けて，保
健・医療サービスの活用方法を整理す
ることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯の各段階における健康について，
課題の解決に向けた学習に主体的に取
り組むことができるようにする。

2

定期考査
◎ ○ 1

【知識及び技能】
中高年期を健やかに過ごすためには，
若いときから，健康診断の定期的な受
診などの自己管理を行うこと，生きが
いをもつこと，運動やスポーツに取り
組むこと，家族や友人などとの良好な
関係を保つこと，地域における交流を
もつことなどが関係することを理解で
きるようにする。また，高齢期には，
加齢に伴い，心身の機能や形態が変化
すること，その変化には個人差がある
こと，疾病や事故のリスクが高まるこ
と，健康の回復が長期化する傾向にあ
ることについて理解できるようにす
る。さらに，高齢社会では，認知症を
含む疾病等への対処，事故の防止，生
活の質の保持，介護などの必要性が高
まることなどから，保健・医療・福祉
の連携と総合的な対策が必要であるこ
とを理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
加齢と健康について，習得した知識を
基に，中高年期の疾病や事故のリスク
軽減のための個人の取組と社会的対策
を評価することができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
生涯の各段階における健康について，
課題の解決に向けた学習に主体的に取
り組むことができるようにする。

・中高年期と健康 【知識・技能】
・中高年期を健やかに過ごすためには，若い
ときから，健康診断の定期的な受診などの自
己管理を行うこと，生きがいをもつこと，運
動やスポーツに取り組むこと，家族や友人な
どとの良好な関係を保つこと，地域における
交流をもつことなどが関係することについ
て，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・高齢期には，加齢に伴い，心身の機能や形
態が変化すること，その変化には個人差があ
ること，疾病や事故のリスクが高まること，
健康の回復が長期化する傾向にあることにつ
いて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。
・高齢社会では，認知症を含む疾病等への対
処，事故の防止，生活の質の保持，介護など
の必要性が高まることなどから，保健・医
療・福祉の連携と総合的な対策が必要である
ことについて，理解したことを言ったり書い
たりしている。
【思考・判断・表現】
・加齢と健康について，習得した知識を基
に，中高年期の疾病や事故のリスク軽減のた
めの個人の取組と社会的対策を評価してい
る。
・生涯の各段階における健康について，自他
や社会の課題の解決方法と，それを選択した
理由などを話し合ったり，ノートなどに記述
したりして，筋道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生涯の各段階における健康について，課題の
解決に向けた学習に主体的に取り組もうとし
ている。

○ ◎



２
学
期

【知識及び技能】
・労働による傷害や職業病などの労働
災害は，作業形態や作業環境の変化に
伴い質や量が変化してきたことを理解
できるようにする。また，労働災害を
防止するには，作業形態や作業環境の
改善，長時間労働をはじめとする過重
労働の防止を含む健康管理と安全管理
が必要であることを理解できるように
する。
・働く人の健康の保持増進は，職場の
健康管理や安全管理とともに，心身両
面にわたる総合的，積極的な対策の推
進が図られることで成り立つことを理
解できるようにする。そのためには，
働く人の日常生活においては，積極的
に余暇を活用するなどして生活の質の
向上を図ることなどで健康の保持増進
を図っていくことが重要であることを
理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・労働災害と健康について，習得した
知識を基に，労働災害の防止に向け
て，個人の取組と社会的対策を整理す
ることができるようにする。
・働く人の健康の保持増進について，
習得した知識を基に，生活の質の向上
を図ることと関連付けて，課題解決の
方法に応用することができるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
労働と健康について，課題の解決に向
けた学習に主体的に取り組むことがで
きるようにする。

・働くことと健康

・労働災害と健康

・健康的な職業生活

【知識・技能】
・労働による傷害や職業病などの労働災害
は，作業形態や作業環境の変化に伴い質や量
が変化してきたことについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。
・労働災害を防止するには，作業形態や作業
環境の改善，長時間労働をはじめとする過重
労働の防止を含む健康管理と安全管理が必要
であることについて，理解したことを言った
り書いたりしている。働く人の健康の保持増
進は，職場の健康管理や安全管理とともに，
心身両面にわたる総合的，積極的な対策の推
進が図られることで成り立つことについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。
・働く人の日常生活においては，積極的に余
暇を活用するなどして生活の質の向上を図る
ことなどで健康の保持増進を図っていくこと
が重要であることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
・労働と健康について，健康に関わる原則や
概念を基に整理したり，個人及び社会生活と
関連付けたりして，自他や社会の課題を発見
している。
・働く人の健康の保持増進について，習得し
た知識を基に，生活の質の向上を図ることと
関連付けて，課題解決の方法に応用してい
る。
・労働災害と健康について，習得した知識を
基に，労働災害の防止に向けて，個人の取組
と社会的対策を整理している。
・労働と健康について，自他や社会の課題の
解決方法と，それを選択した理由などを話し
合ったり，ノートなどに記述したりして，筋
道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
労働と健康について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。

◎ ◎ ○ 5

単元　健康を支える健康づくり
【知識及び技能】
・人間の生活や産業活動は，大気汚
染，水質汚濁，土壌汚染などの自然環
境汚染を引き起こし，健康に影響を及
ぼしたり被害をもたらしたりすること
があるということについて理解できる
ようにする。
・健康への影響や被害を防止するため
には，汚染物質の排出をできるだけ抑
制したり，排出された汚染物質を適切
に処理したりすることなどが必要であ
ることについて理解できるようにす
る。また，そのために環境基本法など
の法律等が制定されており，環境基準
の設定，排出物の規制，監視体制の整
備などの総合的・計画的対策が講じら
れていることについて理解できるよう
にする。
・上下水道の整備，ごみやし尿などの
廃棄物を適切に処理する等の環境衛生
活動は，自然環境や学校・地域などの
社会生活における環境，及び人々の健
康を守るために行われていることにつ
いて理解できるようにする。また，そ
の現状，問題点，対策などを総合的に
把握し改善していかなければならない
ことについて，安全で良質な水の確保
や廃棄物の処理と関連付けて理解でき
るようにする.
【思考力、判断力、表現力等】
・健康を支える環境づくりにおける事
象や情報などについて，健康に関わる
原則や概念を基に整理したり，個人及
び社会生活と関連付けたりして，自他
や社会の課題を発見することができる
ようにする。
・人間の生活や産業活動などによって
引き起こされる自然環境汚染につい
て，事例を通して整理し，疾病等のリ
スクを軽減するために，環境汚染の防
止や改善の方策に応用することができ
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
環境と健康について，課題の解決に向
けた学習に主体的に取り組むことがで
きるようにする。

・大気汚染と健康

・水質汚濁，土壌汚染と健康

・環境と健康にかかわる対策

・ごみの処理と上下水道の整備

【知識・技能】
・人間の生活や産業活動は，大気汚染，水質
汚濁，土壌汚染などの自然環境汚染を引き起
こし，健康に影響を及ぼしたり被害をもたら
したりすることがあるということについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。
・健康への影響や被害を防止するためには，
汚染物質の排出をできるだけ抑制したり，排
出された汚染物質を適切に処理したりするこ
となどが必要であることについて，理解した
ことを言ったり書いたりしている。
・健康への影響や被害を防止するために環境
基本法などの法律等が制定されており，環境
基準の設定，排出物の規制，監視体制の整備
などの総合的・計画的対策が講じられている
ことについて，理解したことを言ったり書い
たりしている。
・上下水道の整備，ごみやし尿などの廃棄物
を適切に処理する等の環境衛生活動は，自然
環境や学校・地域などの社会生活における環
境，及び人々の健康を守るために行われてい
ることについて，理解したことを言ったり書
いたりしている。
【思考・判断・表現】
・環境と健康について，健康に関わる原則や
概念を基に整理したり，個人及び社会生活と
関連付けたりして，自他や社会の課題を発見
している。
・人間の生活や産業活動などによって引き起
こされる自然環境汚染について，事例を通し
て整理し，疾病等のリスクを軽減するため
に，環境汚染の防止や改善の方策に応用して
いる。
・環境と健康について，自他や社会の課題の
解決方法と，それを選択した理由などを話し
合ったり，ノートなどに記述したりして，筋
道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
環境と健康について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。

◎ 〇 〇 6

1

【知識及び技能】
・人々の健康を支えるためには，食品
の安全性を確保することが重要であ
り，食品の安全性が損なわれると，健
康に深刻な被害をもたらすことがあ
り，食品の安全性を確保することは健
康の保持増進にとって重要であること
について理解できるようにする。
・食品の安全性を確保するために，食
品衛生法などの法律等が制定されてお
り，様々な基準に基づいて食品衛生活
動が行われていることや，食品の製
造・加工・保存・流通など，各段階で
の適切な管理が重要であることについ
て理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
食品の安全性と食品衛生に関わる活動
について，習得した知識を自他の日常
生活に適用して，健康被害の防止と健
康を保持増進するための計画を立てる
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
食品と健康について，課題の解決に向
けた学習に主体的に取り組むことがで
きるようにする。

・食品の安全性
・食品衛生にかかわる活動

【知識・技能】
・人々の健康を支えるためには，食品の安全
性を確保することが重要であり，食品の安全
性が損なわれると，健康に深刻な被害をもた
らすことがあり，食品の安全性を確保するこ
とは健康の保持増進にとって重要であること
について，理解したことを言ったり書いたり
している。
・食品の安全性を確保するために，食品衛生
法などの法律等が制定されており，様々な基
準に基づいて食品衛生活動が行われているこ
とや，食品の製造・加工・保存・流通など，
各段階での適切な管理が重要であることにつ
いて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。
・食品衛生に関わる健康被害の防止と健康の
保持増進には，適切に情報を公開，活用する
など行政・生産者・製造者・消費者などが互
いに関係を保ちながら，それぞれの役割を果
たすことが重要であることについて，理解し
たことを言ったり書いたりしている。
【思考・判断・表現】
・食品と健康について，健康に関わる原則や
概念を基に整理したり，個人及び社会生活と
関連付けたりして，自他や社会の課題を発見
している。
・食品の安全性と食品衛生に関わる活動につ
いて，習得した知識を自他の日常生活に適用
して，健康被害の防止と健康を保持増進する
ための計画を立てている。
・食品と健康について，自他や社会の課題の
解決方法と，それを選択した理由などを話し
合ったり，ノートなどに記述したりして，筋
道を立てて説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
食品と健康について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。

◎ ○ ○ 4

定期考査
◎ ○



・保健サービスとその活用

・医療サービスとその活用

・医薬品の制度とその活用

【知識・技能】
・我が国には，人々の健康を支えるための保
健・医療制度が存在し，行政及びその他の機
関などから健康に関する情報，医療の供給，
医療費の保障も含めた保健・医療サービスな
どが提供されていることについて，理解した
ことを言ったり書いたりしている。
・健康を保持増進するためには，検診などを
通して自己の健康上の課題を的確に把握し，
地域の保健所や保健センターなどの保健機
関，病院や診療所などの医療機関，及び保
健・医療サービスなどを適切に活用していく
ことなどが必要であることについて，理解し
たことを言ったり書いたりしている。
・医薬品は，医療用医薬品，要指導医薬品，
一般用医薬品の三つに大別され，承認制度に
よってその有効性や安全性が審査されてお
り，販売に規制が設けられていることについ
て，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・疾病からの回復や悪化の防止には，個々の
医薬品の特性を理解した上で，使用法に関す
る注意を守り，正しく使うことが必要である
ことについて，理解したことを言ったり書い
たりしている。
【思考・判断・表現】
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関
について，健康に関わる原則や概念を基に整
理したり，個人及び社会生活と関連付けたり
して，自他や社会の課題を発見している。
・医薬品の制度とその活用について，医薬品
には承認制度があり，販売に規制が設けられ
ていることと関連付けながら，生活の質の向
上のために利用の仕方を整理している。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関
について，自他や社会の課題の解決方法と，
それを選択した理由などを話し合ったり，
ノートなどに記述したりして，筋道を立てて
説明している。
【主体的に学習に取り組む態度】
保健・医療制度及び地域の保健・医療機関に
ついて，課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組もうとしている。

〇 ○ ◎ 5

３
学
期

【知識及び技能】
・我が国には，人々の健康を支えるた
めの保健・医療制度が存在し，行政及
びその他の機関などから健康に関する
情報，医療の供給，医療費の保障も含
めた保健・医療サービスなどが提供さ
れていることについて理解できるよう
にする。
・健康を保持増進するためには，検診
などを通して自己の健康上の課題を的
確に把握し，地域の保健所や保健セン
ターなどの保健機関，病院や診療所な
どの医療機関，及び保健・医療サービ
スなどを適切に活用していくことなど
が必要であることについて理解できる
ようにする。
・医薬品は，医療用医薬品，要指導医
薬品，一般用医薬品の三つに大別さ
れ，承認制度によってその有効性や安
全性が審査されており，販売に規制が
設けられていることについて理解でき
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・地域の保健・医療機関やスポーツ施
設の活用の仕方について，関連した情
報を整理し，生活の質の向上に向けた
課題解決に応用することができるよう
にする。
・医薬品の制度とその活用について，
医薬品には承認制度があり，販売に規
制が設けられていることと関連付けな
がら，生活の質の向上のために利用の
仕方を整理することができるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
保健・医療制度及び地域の保健・医療
機関について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組むことができるよ
うにする。

5

合計

40

【知識及び技能】
・我が国や世界では，健康を支えるた
めに，健康課題に対応して各種の保健
活動や社会的対策が行われていること
について理解できるようにする。
・自他の健康を保持増進するには，ヘ
ルスプロモーションの考え方に基づい
た，健康に関する環境づくりが重要で
あることについて理解できるようにす
る。また，一人一人が健康に関心をも
ち，健康を支える適切な環境づくりに
積極的に参加していくことが必要であ
り，そのことが自分を含めた世界の
人々の健康の保持増進につながること
について理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・地域の保健・医療機関やスポーツ施
設の活用の仕方について，関連した情
報を整理し，生活の質の向上に向けた
課題解決に応用することができるよう
にする。
・ヘルスプロモーションの考え方に基
づいた，健康に関する環境づくりへ積
極的に参加していくために，適切な情
報を選択・収集して，分析・評価し計
画を立てることができるようにする。
・健康を支える環境づくりについて，
自他や社会の課題の解決方法と，それ
を選択した理由などを話し合ったり，
ノートなどに記述したりして，筋道を
立てて説明することができるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・様々な保健活動や社会的対策につい
て，課題の解決に向けた学習に主体的
に取り組むことができるようにする。
・健康に関する環境づくりと社会参加
について，課題の解決に向けた学習に
主体的に取り組むことができるように
する。

・さまざまな保健活動や社会的対策

・健康に関する環境づくりと社会参加

・新聞作成

【知識・技能】
・我が国や世界では，健康を支えるために，
健康課題に対応して各種の保健活動や社会的
対策が行われていることについて，理解した
ことを言ったり書いたりしている。
・自他の健康を保持増進するには，ヘルスプ
ロモーションの考え方に基づいた，健康に関
する環境づくりが重要であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。
・一人一人が健康に関心をもち，健康を支え
る適切な環境づくりに積極的に参加していく
ことが必要であり，そのことが自分を含めた
世界の人々の健康の保持増進につながること
について，理解したことを言ったり書いたり
している。
【思考・判断・表現】
・様々な保健活動や社会的対策について，健
康に関わる原則や概念を基に整理したり，個
人及び社会生活と関連付けたりして，自他や
社会の課題を発見している。
・地域の保健・医療機関やスポーツ施設の活
用の仕方について，関連した情報を整理し，
生活の質の向上に向けた課題解決に応用して
いる。
・様々な保健活動や社会的対策について，自
他や社会の課題の解決方法と，それを選択し
た理由などを話し合ったり，ノートなどに記
述したりして，筋道を立てて説明している。
・健康に関する環境づくりと社会参加につい
て，健康に関わる原則や概念を基に整理した
り，個人及び社会生活と関連付けたりして，
自他や社会の課題を発見している。
・ヘルスプロモーションの考え方に基づい
た，健康に関する環境づくりへ積極的に参加
していくために，適切な情報を選択・収集し
て，分析・評価し計画を立てている。
・健康に関する環境づくりと社会参加につい
て，自他や社会の課題の解決方法と，それを
選択した理由などを話し合ったり，ノートな
どに記述したりして，筋道を立てて説明して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・様々な保健活動や社会的対策について，課
題の解決に向けた学習に主体的に取り組もう
としている。
・健康に関する環境づくりと社会参加につい
て，課題の解決に向けた学習に主体的に取り
組もうとしている。

○ ◎ ○


